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会長 藤嶋 剛史 
本日は、聖路加国際病

院 小児科部長 小澤
様、大宮ろう学園 原田
校長先生、磯山先生、よ
うこそお越しくださいま
した。今年はテーマとし
て児童および青少年を対
象とした事業や例会を中
心に行っていますが、本
日は 12 月の「疾病予防

と治療月間」にちなみ、子どもの病気・小児がんに
ついて、小澤先生より卓話をいただきます。 
だいぶ昔ですが、ある本の中で「小児がん病棟の

クリスマス会」というお話を読んだことがありま
す。それは子どもたちにとっては楽しいイベントで
すが、親御さんや看護師さんたちにとっては、涙を
こらえなければならないものだったそうです。なぜ
なら、多くの子どもたちにとってそれが最後のクリ
スマスになるかもしれなかったから。そういう内容
でした。今は治療の技術が進んで、小児がんで亡く
なる子どもは大分減ったそうです。しかしそれで
も、今も苦しんでいる子どもやそのご家族がいま
す。子どもががんになることは少ないです。それで
もがんになってしまったとき、親はどんなことをし
てでも治そうとします。どんな遠くであっても、名
医がいるときけばそこへ行き、子どもによりそうた
めに病院の近くにアパートを借りたりするので、経
済的な負担も大きいそうです。私は保険屋ですが、
そんなときに子どもにかけたがん保険が非常に役立
ったという話も聞いたことがあります。 
以前聞いた話で、「地球の幸福の量は一定である」

というものがあります。誰かが幸せを手にしている
ときは、誰かが幸せでない、そうやって一定のバラ
ンスが保たれている、ということだそうです。次回
はクリスマス例会となりますが、いま世界で多くの
争いが起きていて、命の危険にさらされている人、
そして平和な地でも重い病気や貧困に苦しんでいる
人たちが大勢いる中、毎年普通にクリスマスを迎え

る事ができる我々は本当に幸せです。それに感謝す
るとともに、いま幸せでない誰かに何かしてあげら
れることはないか考える、今日の例会がそんな契機
になればと思います。 

 
 
 
 

【本日のリーダー】 
 
 

    島袋 祥子会員 
 
 
 
 
■学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 
小児科部長 小澤 美和 様 

■埼玉県立特別支援学校 大宮ろう学園  
校長 原田 篤 様、 
教諭 磯山 宜央 様 

（ご紹介：副会長 染谷 義一） 
 
 

 
幹事 横溝 一樹 
1. 12 月 18 日（月）に国立競
技場にて行われる、ウクライ
ナのクラブチームとアビスパ
福岡のサッカーチャリティー
マッチのチケットを高橋真貴
子会員よりご提供いただきま
した。ご希望の方は事務局ま
でご連絡をお願いします。 
2. 12 月 9 日（土）に米山感謝の集いが開催され
ました。キム リャンヒさんとカウンセラーの福
田美香会員は残念ながら体調不良で欠席となり
ましたが、会長幹事および地区米山委員会の増
永委員で出席いたしましたのでご報告申し上げ
ます。 
3. 先日の地区大会にて名札をお持ち帰りになっ 
た方は事務局までお戻し下さいますようお願い 
いたします。 

会 長 挨 拶 

ロータリーの目的・四つのテスト 

幹 事 報 告 

お客様紹介、米山記念奨学生紹介 
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聖路加国際病院 小児科 

小澤 美和様 

健康な細胞は、どこま
で育てばいいか、どこ
まで増えていいか、消
えるタイミングも わ
かっている。 

 
 
■埼玉県立特別支援学校 大宮ろう学園  

校長 原田 篤様、教諭 磯山 宜央様 
10/27（金）28（土）ののばら祭にご来訪いただき
ありがとうございました。また、バザーにも多くの
方がご協力くださり感謝します。そして、11/4（土）
には野球道具一式の贈呈式を
行っていただき、交流試合も
行いました。来年 11 月、レイ
ボックホールで創立 100 年の式
典を行う予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
■インター・ローターアクト委員会 委員長 
 新井 清太 
埼玉栄高等学校の金井先生と話しま
した。子ども食堂などの活動をして
いる、学生団体「総合探求部」があ
るとのこと。担当は小野 孝寛先生。
今後、インターアクトクラブの活動
に参加してくれるようで、韓国訪問
の希望もあるようです。よろしくお
願いします。 
 
 
 

 
■出席委員会 委員長  
 

新城 盛辛 
 
 
 
 
 

 
■副ＳＡＡ  

 
松本 有祐 

 
 
 
 
 

子どもにもある“がん” 

小児がんの Patient journey を知る 
 

 
 

１．がん ってどうしてなる？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．子どもにも“がん”は発症する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般的な治療スケジュール 

■小児急性リンパ性白血病 

強化療法    6-9 週 

聖域療法  10-11 週 

再寛解療法 12-15 週 

再強化療法 16-19 週 約６ヶ月入院治療 

維持療法     

・合併症 腫瘍崩壊症候群、敗血症、膵炎・肝機能障害 

■65 歳＞成人急性骨髄性白血病 

寛解導入療法 2-3 週 約 1 ヶ月入院治療 

地固め療法  5 日間×3 回以上 約 3 ヶ月通院治療 

維持療法   なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝状をいただきました 
 

お客様ご挨拶 

委員長報告、派遣役員報告 

出席報告 

卓 話 

スマイル報告 



  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．小児がん経験者たちの patient journey 
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